
動脈硬化は、なぜ恐い？

動脈硬化の危険因子

メタボリック
シンドローム

加齢
●男性45歳以上
●女性55歳以上

遺伝的要因 病歴

進行放置

動脈硬化

動脈硬化が引き起こす病気は
動脈硬化性疾患といわれます。
これらの病気はいくつか合併
して現れることもあります。

脳血管障害（脳卒中）脳

末梢動脈疾患手足

虚血性心疾患心臓

大動脈疾患全身

腎臓 腎硬化症
腎不全

肥満
内臓脂肪の蓄積

喫煙 ストレス

脂質
異常症 高血圧糖尿病

運動不足 乱れた
食生活

日本人の死因の上位に入る心疾患や脳血管障害などの多くは「動脈硬化」が原因となっています。このような動脈硬化性疾患が増えているのは、
動脈硬化の自覚症状がほとんどないため、適切な治療を受けずに放置している人が多いからです。そのため、脳梗塞などの発作を起こして初
めて動脈硬化が進行していたことに気付くということも少なくありません。普段から健康的な生活習慣を心がけるとともに、定期的に検査を
受けるなどして早期発見に努めることが大切です。
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